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詩人としてのエマスンは詩の本質を宗教 と道徳に求め,詩 人とは一種の予言
者だと考えた。彼は 『代表偉人論』の 「ゲーテ」において,「 詩人であること
を証明し保証するものは,誰 も予言 しなかったことを告げるとい う点にある」
と言って,詩 人は予言者だという古い考えを抱いていることを示 した。 もっと
も,こ の考え方は19世紀の浪漫主義者達の問に復活したことがあるから,必 ず
しも古いとは言えないかも知れない。詩に関するエマスソの注 目すべき言説は
『随筆集』㈹の 「芸術」 と 『随筆集』㈲の 「詩人」に多 く見 られる。
エマスソは詩的要素のない宗教は生命をもたず,宗 教的要素のない詩は真の
意味では詩 とは言%..ないと言ったか ら,結 局,詩 と宗教 とは同じものだと彼は
考えていたことになる。 厂世界のいろいろな宗教はすべて,想 像力をもった少
数の人びとがあげた叫び声である」 というエマスソの言葉は彼が宗教における
詩的要素を重視したことを物語 って い る。 また,「 宗教や愛情からではなく
て,快 楽のために美が求められるというときには,そ の美の探求者は直ちに堕
落する。崇高な美はそのような人には得 られない。」あ るいは,「 偉大な芸術
作品を観照することによって,わ れわれは一種の宗教的 と言える精神状態にひ








人 です 」 と自己 紹 介 した り,エ リザ ベ ス ・ピー ボ デ ィに も,「 私 は大 詩 人 で は
な いが,と にか く,あ らゆ る点 で 詩 人 です 」 と言 っ た りして い る。
エ マ ス ンが 美 につ いて 論 じて も,真 や善 に つ い て論 じた と き と同 じ結 論 に な
った のは,エ マス ン の芸 術論 が,時 に は人 生 論 で あ り,時 に は 自然 論 で あ った
か らで あ る。 また,エ マス ンに とっ て は,芸 術 の問 題 は芸術 家 の 問題 で あ った
た め に,そ れ は 人 格 論 に な り,精 神論 に な っ た の で あ る。 エ マス ンが詩 を 発 表
した の は1839年 で,超 絶 主 義 者J.F.ク ラ ー クが 編 集 してい た ユ ニテ リア ンの
雑 誌 「ウ ェス タ ン ・メ ッセ ン ジ ャ ー」 に 厂全 体 の なか の個 」(``EachinAll",
後 に1`EachandAll"と 改 題)や 「ま るは な蜂 に よせ る歌 」("TotheHumble-
Bee")や 「ロ ドー ラ の花 」("TheRhodora")な ど佳 作 を掲 載 した。 そ の後,
厂ダ イ アル」 に 約20編 の詩 を 発 表 し た。 そ れ ら の な か に,r問 題 」("The
Problem"),「 森 の 調 べ 」("Wood-Notes"),厂 吹 雪 」("Snow-Storm"),「 ス フ
ィ ン クス」("TheSphinx"),「 サ ー デ ィ」("Saadi"),「 美 の歌 」("Odeto
Beauty"),「 時 代 」("TheTimes"),「 個 と全 体(改 題)」("EachandAll"),
「先 に行 く者 達 」("Forerunners"),「 ブ ラー マ」("Brahma"),「 毎 日」(``Days")
な どの 佳 作 が あ る。 これ らの詩 の多 くはエ マ ス ンが 好 んだ17世 紀 の イ ギ リス の
宗 教 詩 人 達 の 作 品 を 思 い 出 さ せ る。 これ らの なか で,「 先 に 行 く者 達 」 に お け
る先 に 行 く者 達 を追 って 前進 して ゆ く とい うイ メ ー ジ は20世 紀 に入 っ て か ら評
価 され た ピ ュ ー リタ ンの詩 人 エ ドワー ド ・テ イ ラ ー の17世 紀 ア メ リカ詩 の 精 華
と言 わ れ る 「教 会 員 で あ る こ と の 喜 び」("TheJoyofChurch-Fellowship")
の イ メ ー ジに 類 似 して い る と言 われ る。 エ マ ス ン 自身 はそ れ を 知 らなか った 。
先 に行 く者 達 に 追 い つ け な い で,彼 等 が ま く花 の香 を か ぎ,銀 の 楽 器 の 音 を 聞
き,焚 火 の 煙 を 見,そ れ を 囲 ん で語 る声 や 笑 い を 聞 くこ とが で きて も,彼 等 の
顔 を 見 る こ とが で きな い 人 間 の現 実 を歌 った も の であ る。彼 等 を天 使 と考 えれ
ば キ リス ト教 的 イ メ ー ジの詩 で あ っ て,東 洋 的 な 「ブ ラーマ 」 と比較 さ れ る。
上 記 以 外 の詩 で 佳 作 と言 え る もの は,「 愛 にす べ て を 与 え よ」("GiveAllto
Love")で あ ろ う。 これ は 一 人 の少 女 に た いす る愛 を歌 い なが ら,そ の 愛 を超
越 す る境地 を 述 べ た もの で あ る。 彼 女 を失 っ て世 界 が 暗 黒 に な る よ うな 悲 しみ
を 経 験 して も,半 神 が 去 る と きに 神が 現 わ れ る こ とを 忘 れ るな と楽 天 的 に歌 っ
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て現 実 の愛 とエ マ ス ン思 想 を 一致 させ た も の であ る。 プ ラ トン の 『饗 宴』 か ら
イ メ ー ジ を借 りた 「は じめ の愛,悪 魔 的 な愛,天 国 の愛 」("Initia1,Daemonic
andCelestialLove")で は,は じ め の 肉 体 の 愛 が 天 国 の愛 を 内 包 して い る た
め に三 つ の愛 が 明確 で な く,全 体 的 に も迫 力 が な い。 恋 愛 詩 「エ レ ンに よせ
る」("ToEllen"),「 エ レンに捧iげる詩 」("LinestoEIIen"),「 エ ヴ ァに よ
せ る」("ToEva",Ellenに よせた もので あ る)な ど,い ず れ も 自分 の感 情 を
冷 静 に表 現 して い て平 凡 で あ る。 む しろ,エ レン の死 後 数 か 月 た って 書 か れ た
「山 の墓 」(``AMountainGrave")の ほ うカミす ぐれ て い る。
エ マス ンの詩 全体 を 通 して佳 作 と言 え る もの は 広 義 の思 想 詩 の な か に 見 られ
る。 鮮 明 な イ メ ー ジ と象 徴 に よ って思 想 を 表 現 して い る点 では,遠 く及 ぼ な い
として も,デ ィキ ンス ンや ホ イ ッ トマ ンに 続 くも の と言 え る。 エ マ ス ンの詩 論
に よる と,直 観 や無 意 識 的表 現 が 真 実 の表 現 で あ って,詩 の形 式 は 第二 義 的 な
も の とい うこ とに な って い る。 もっ とも,実 際 の 作 品で は,比 較 の 問題 で は あ
るが,た とえ ば,ピ ュ ー リタ ン的 な感 情 が 露 骨 な 「公 園 」("ThePark")よ り
も,形 式 が と との って い る佳 作 「コ ン コー ド賛 歌 」("ConcordHymn")の をま
うが す ぐれ て い る。
r随 筆集 』 ㈲ 発 表 以後 に は,エ マス ンに エ クス タ シ ーの 訪 れ は稀 に な り,文
体 も枯 れ て きた。 青 年 期 に は若 さ にあ ふ れ る直 観 と想 像 力 とが,内 容だ け で な
く,文 体 に も直 接 に反 映 して いた 。 そ れ に もか か わ らず,前 作r詩 集 』 にお け
る よ りも後 作r五 月祭 な ど』 の ほ うに 佳 作 が 多 い 。 そ れ は,エ マ ス ンが 想 像 力
だ け で な く,努 力 もそ れ に劣 らず 必 要 だ と言 って い る こ とか ら もわか る で あ ろ
う。 つ ま り,エ マ ス ンは努 力 に よって 作詩 した 人 で あ って,詩 人 と して の素 質
は あ った か も しれ な い が,天 才 は な か った と言}xる で あ ろ う。 詩 人 エ マ ス ンは
散文 家 エ マ ス ソ よ りも完 成 が 遅 れ た の は この た め で あ る。 彼 はr随 筆 集 』 ㈲ の
「詩 人」 の な か で,人 間 の真 ・善 ・美 に た い す る愛 を,そ れ ぞ れ,認 識 す る も
の,行 為 す る もの,語 る もの と言 いか>xて い る。 これ は 彼 自身 が 同時 に思 想
家,宗 教 家,詩 人 で あ りた い と願 った こ とを 物語 って い る。 そ のた め に,思 想
家 エ マ ス ンが 真 と して 語 った こ とと,宗 教 家 エ マ ス ンが 善 と して説 教 した こ と
と,詩 人 エ マ ス ンが 美 と して 歌 った こ と とが 同 一 の もの に な っ た ので あ った 。
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つま り,思 想家が直観によって神と合一するとき,宗 教家が霊感によって神秘
的エクスタシーの境地に入るとき,詩 人が想像力によって美を把握するとき,
それらは同じことであるとエマスンは言 ったのである。そして,こ うい うこと
を彼はヴィジョソ(幻)の 到来 と呼んだ。
同一のものを変化させて表現するのが芸術だ と考えたエマスン美学の特色は
象徴論と有機体説とにある。第一に,彼 の詩論の中心),r`.は象徴の概念 と,そ の
詩的表現とがあった。彼の象徴論のはじま りは 『自然論』のなかで,自 然は精
神の象徴だと語っているところにある。 象徴にあふれた 自然 は,彼 にとって




霊は全体である。つま り,自 然は弧であって,大 霊は円環だと言 うのである。
すなわち,物 である弧の美 しさは精神である円環をどれだけ象徴しているかに
よって決定 されるとエマスンは言ったのである。詩人は想像力によって 自然の
象徴を把握 し,そ れを言語に翻訳するのだか ら,ま ず,自 我をすてて自然のな
かに没入しなければならないと彼は説いた。古代人の言葉が即物的で,事 物を
一体化する魅力をもっているのは,彼 等が自然のなかに没入した生活を送って
いるか らだと考えて,『 自然論』の冒頭で,「 古代人は直接に神 と語った」と
彼は書いたのであった。古代人の言葉は,そ れが表現 している事物との問に隙
間がないのだとエマスンは言ったのである。 厂根源的な力,大 地 と海の直接の
香 りが古代人の詩にはある」と書いて,彼 は芸術的表現に関して古代人の表現
を高く評価 した。カーライルは 「ダイアル」創刊号によせて,エ マスンの書 く
ものは空霊的すぎると批判 した。しかし,す ぐれたものは新鮮なイメージによ
る象徴 と省略法による簡潔な暗示的表現とによって,空 霊的に堕 しているとは
言いがたい。 もちろん,超 絶主義思想を直接的に歌った り述べた りしている彼
の作品の大部分はカーライルのこの批判を避けることはできない。
エマスンの象徴はAはBを 象徴しているとい うような図式的なものではなく
て,弧 と円環を,部 分と全体,有 限と無限を象徴 しているとい うようなもので
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ある。たとえば,朝 の象徴性を彼が愛したのは,そ の清純 さはもちろんだが,
それが部分から全体へ,す なわち,神 との合一の過程を示し,永 遠を目ざして




まな力に,詩 人は希望する意味を語らせることができる」 と述べ た(「芸術と
批評」)。
つぎに,エ マスンは,自 然界の事物はすべて精神的なものへ上昇してゆくと
い う進化論的な考えを もっていた。それゆ>xに,螺 線は流動し上昇するという
変化を表現するか ら彼は好んでこれを使った。 自然は神の影であって,神 を象
徴 しているか ら,自然は完全な美 しさをもっていると考えたのである。そして,
芸術は直接に神を描 くことはできないから,神 の影を描かなければならないと
彼は言った。エマスンは美を論 じて,「 もっとも深い意味において,美 とは宇





力であ り,霊 感であ り,彼 が言 う第二の視力である。 自然美の背後にある意味
を知るためには,こ の第二の視力が絶対に必要だとエマスンは強調 した。彼が









スンは美を論 じて 「ギ リシアやゴシックの芸術,あ るいは,古 代とラファエロ
以前の絵画を研究して教えられることは,す べての美は有機的でなけれぽなら
ないこと,す なわち,外 面的な装飾は醜悪だ とい うことである。花のような顔
色になる根源は健全な骨格をもつということであ り,眼 を輝かせ,力 強さを与
%..るものは健康な身体である。……あ らゆる必然的で有機的な行為は見る者を
楽しませる」 と言った。彼が女性美を高 く評価したのは有機的な美が もっとも
よく表現されていると感 じたからであった。エマスンは 「芸術」(Societyand
Solitude,1870,"Art")の なかで,芸 術有機体説についていろいろと語ってい
る。 「芸術 とは,さ ながら若葉が芽生えるように自然から生まれた第二の自然
である」 と言 って,芸 術は自然の模倣ではなく,そ れ自体,生 命を もっている
と主張 した。 「最高の芸術のなかに示される巧妙なところは根源的な霊魂の再




芸術作品が有機体だ ということは自然に似ているということであ り,自 然の
特質をもっているとい うことである。ここでエマスンの実用芸術 と純粋芸術 と
い う説が生まれる。彼は人間が作るものはこの二つに分けられ る と考 えた。
「建築に関す る人びとの趣味は塗料などあ らゆる小細工を嫌って,木 材本来の
木地を見せたがる。なにも支えていない壁の柱や円柱を嫌い,建 物を実際に支
えている柱を正直に現わそ うとす る。 必要な動作,す なわち,有 機的な動作
はすべて見る者を喜ぽせる」 とか,「 美は必要なものから生まれる。美 しい線
は完全な節約の結果である」 とか,「 芸術は巧妙な配置をすることに よって材
料を節約する。そして,壁 から取 り除くことができ るあ らゆ る重 さを取 り払
い,支 えとしての壁の力をすべて詩的な円柱にもたせれぼ,そ の建築物は美 し
いものになる」 とエマスンは語った。あるいは,「 美は永久に必然と実用に依
存している」 とか,「 ダンテは,気 高い平俗文体,す べての経験を天国 と地獄




い」 と言い,「 人を楽 しませ ようとして飾 り立ててはいけない。そ う.いうこと
をすれば,人 を不愉快 にす るだ ろ う」(「芸術と批評」)と述べた。エマスソ
の有機体説はホイットマンにうけつがれたが,簡 素 と省略法 とは草の葉のよう
に多弁なホイットマンには伝わ らなかった。有機体説の中心は自然の効用と不
可分の美を主張することにあって,エ マスンは 「美 と効用 とを区別することを
自然の法則は許さない」 とか,「 自然のなかでは,す べてが役に立っていて美
しい。生命があり,動 いていて,生 命を生み出すものであるために美しいので
あ り,均 衡が とれていて美 しいために役に立っているのだ」 とか,「 美は実用
芸術に帰らなくてはならず,純 粋芸術と実用芸術の区別は忘れ去 られなけれぽ
ならない」などと言 うところを聞 くと,彼 は純粋芸術は実用芸術のなかに吸収
されるべ きだ と言っていることがわかる。
「有機的な美の特色は有用性にある。自然はすべて有用であ り,そ の有用性
のなかに美がある。有用性 とは合 目的性の こ とで あ る。有機体の構成におい
て,合 目的性が実際に増大すれぽ美も増大する。これは広範囲に応用できる法
則であって,一 本の樹の場合にも一本の食パンの場合にも真実である」(厂美」)
とエマスンは書いた。 エマスン美学の有機体説に影響 され て,ア メリカ建築
史上にライ ト(FrankLloydWright,1869-1959)の 美 学 におけ る機 能説
(Functionalism)が 現われた。 また,こ れ以前に,エ マスン思想の実用主義
的な一面か らジェイムズとデューイのプラグー7ティズムが発展した。エマスン
に とって,芸 術は第二の自然だから,そ の創造のためには自然に没入して霊感
に頼ることが必要だとされ,作 品の構成や表現の技巧などはあまり問題にされ
なかった。
直観的想像力の作用である霊感 を賛 え る文章をエマスンはかな り書いてい
る。たとえば,厂 批評書に見られる数限りない規則について読むと圧倒されて
しまう。しかし,無 意識の うちにわれわれが話した り書いた りするとき,そ う
い う規則を破 らず,ま た,そ の存在に気づかな くても,規 則通 りになっている
ものだ」(日 記1834.9.22.)と いうように,エ マスンにとっては無意識に話
した り書いた りすることは容易なことだとい うような印象を与えられる。 しか
し,エ マスンは霊感を求めるために平常か ら非常に努力し工夫していた。中年
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以後には,霊 感の訪れは激減し,晩 年には,彼 にとって自然は霊感を得 るため
の最大の源泉ではなくな り,自 然 よりも孤独のほうを重視 した。 しかし,矛 盾




エマスンは考}xた 。古代人や大詩人は言語 と事物 との間の距離を少 くすること
によって,言 語 と大霊の間の距離を狭 くした。事物に即して明確なイメージを
もつ言葉をエマスンは 「事物と一体になった言葉」(Wordsbecomeonewith
things.日 記1831.7.8.,1835.6.20.)と か,「 事物を包含する言葉」
(Awordthatcoversathing.r代 表偉人論』の 「ゲーテ」)と か言ってい
る。この点ではゲーテの言葉を事物に密着したものだと言ってエマスンは賞賛
した。詩語を排斥 し,農 民の言葉を詩に使 うことを提唱したワーズワースと,
即物的な言葉を理想的だ と考えたエマスンとは,結 果的には,生 きた言葉を求
めたという点で一致 している。また,「 学者は自分が言いたいことを伝達する
とき,鍛 治屋や牛飼いが使っているの と同様に短くて力強い言葉を用いるべき
ではなかろうか」 と言った り,「 大衆 と一緒に語 り,聖 人 と共に考えるのがい
い。これをプラトンは立派にやってのけたのだが,そ れを華麗な想像力と貴族
的な趣味 とをもってやったので,ジ ュピター神も地上にお りたときにはプラ ト
ソの文体で語 ったことだろう。きわめて洗練された彼の学院にプラ トンは卑し
いソクラテスを入学させ,華 麗な言葉が単調にならないようにソクラテスのつ
むじ曲 りの話,彼 の薬屋,料 理人,土 方,車 大工の言葉などを加>xて,そ の粗
野さを失わないようにして,そ れがなけれぽあくどすぎる料理に風味を添>xよ
うとした。誰でも大衆のほ うが学院 よりす ぐれている点が何であるかを知って
いるし,有 能な人びとは町の横柄な言葉を整然 とした話のなかに どうい う風に






れ る」(以 上 「芸 術 と批 評 」)な ど と語 っ た 。 エ マス ンは モ ン テ ー ニ ュを 高 く
評 価 して,「 切 れ ば血 が 出 る よ うな血 管 を もつ 生 きた 言 葉 」(厂モ ソテ ー ニ ュ」
と言 った。
ボ ーの 短詩 論 とは意 味 が 違 うが,エ マス ン思 想 の精 髄 を格 言 風 に彼 が 書 い た
と き,彼 の 短 詩 志 向 の傾 向が 強 く現 わ れ て い る。 エ ー7スンが ペ ル シア の格 言 風
な 詩Gnomicversesを 高 く評 価 した(r文 学 と社 会 の 目的 』1858)と ころ に も
エ マ ス ンの 短 詩 に た いす る関 心 が うか が え る。 エ マ ス ンの文 学 論 と して興 味 深
い のは 「ダ イ アル 」 に 発 表 した 「現 代 文 学 論 」(ThoughtsonModernLitera-
ture,1840)で あ る。 この なか で彼 は19世 紀 前 半 の ア メ リカ文 学 の特 色 は客 観
的,外 面 的 とい うと ころ に は な く て,主 観 的,内 面 的 とい うと ころ にあ り,
「無 限 を 求 め る情 緒」(``theFeelingoftheIn丘nite")を もつ 点 に あ る と言 っ
た 。 た とえば,「 こ の広 大 な もの にた い す る新 しい愛 は ドイ ツに生 まれ,ド ・ス
タ ール に よって フ ラ ンス に 輸 入 さ れ,イ ギ リスで は コ ール リ ッジ,ワ ーズ ワー
ス,バ イ ロ ン,シ ェ リー,フ ェ リシ ア ・ヘ マ ソズ(FeliciaDorotheaHemans,
1793-1835,イ ギ リス の 女 流詩 人)に 現 わ れ,ア メ リカ精 神 の な か に,き わ
め て 温 和 な風 土 を 見 い だ した」 と書 い た。 ま た,日 記 に,「 カ ー ライ ル と ワ
ー ズ ワー ス は今 や イ ギ リスを 出 て,わ れ わ れ に働 きか け て い る。 コール リッジ
も同様 だ 」(1837.8.20.)と 書 い て い る。 『現 代 文 学論 』 の 後 半 は,も っぱ
ら ゲー テ に つ い て論 じ られ て い る。 ゲ ーテ は イ ギ リス と ア メ リカ の浪 漫主 義 の
先 祖 と して 高 く評 価 され て い る。 エ マ ス ンは カー ラ イル の ゲ ーテ 礼 賛 に 刺戟 さ
れ て,当 時 の ア メ リカの ドイ ツ流 行 病 患 者 の 一人 に な った 。 エ マ ス ンに と って
は,現 象 を描 く こ とは,元 来,散 文 の 機 能 で あ っ て,詩 は現 実 と理 想 を 描 く も
の で あ った。 この点 か ら ゲー テは エ マ ス ンに と って は散 文 の詩 人 で,韻 文 の詩
人 で は な か った。 エ マ ス ンは古 典 的 な もの と浪 漫 的 な も の を比 較 して,厂 古典
的芸 術 は 必 然 性 の芸 術 で あ って,有 機 的 であ る。 近代 的,つ ま り,浪 漫 的芸 術
に は 気 ま ぐれ とか 偶然 とか の刻 印が つ い て い る。 これ は 気 ま ぐれ と偶 然 が 産 み
出 した も の で あ り,古 典 芸 術 の ほ うは,そ の なか に 法 則 と必然 性 とを もっ て い
る。 … …古 、典的 な も のは 古 い もの を 見 せ て くれ るが,浪 漫 的 な もの は新 しい も
の を加 え て くれ る。 古 典 的 な もの は 『こ うあ るべ き もの 』 であ り,浪 漫 的 な も
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の は 『こ うあ れ ば望 ま しい も の』 で あ る。 前 者 は健 康 的 で,後 者 は 病 的 で あ
る」 と書 い て,エ マ ス ンは 古 典 的 な も のを 高 く評 価 した が,時 代 思 潮 の た め に
彼 自身 の 言動 は浪 漫 的 で あ った 。
エ マ ス ンの芸 術 論(詩 論 を 含 め て)は あ ま りに も精 神 的 ,宗 教 的 な た め に,
視 野 が狭 す ぎ る と考 え る人 び とには 興 味 を 与 え な か った 。 エ マス ン思 想 に 共 鳴
し,彼 の 自然 論 と人 生 論 に関 心 を もつ 人 び とに た い して も,彼 の芸 術 論 は 第 二
次 的 な 副産 物 だ とい う印象 を与7i..た。 実 際 にそ うだ と思 わ れ る。 た とえぽ,
「美 しい 作 品 を 作 ろ う とい う芸 術 家 は個 性 を す て,党 派 や 習 慣 や 時 代 に と らわ
れ な い で,空 気 が肺 を通 る よ うに,す べ て の人 び との魂 が 自分 の なか を 通 る よ
うに しな け れ ば な らな い。 予 言 者 が語 り,天 使 が 行 動す る と きの よ うな精 神 で
制 作 しな けれ ば な らな い。 つ ま り,自 分 の言葉 を語 った り,自 分 の仕 事 を した
り,自 分 の思 想 に と らわ れ て は な らな い ので あ って,普 遍 的 精 神 のひ とつ の機
関 と して働 か な けれ ば な らな い」(『 社 会 と孤 独 』 の 「芸 術 」)と い う よ うに精
神 的 宗 教 酌す ぎた。 エ マ ス ンが 言 う普 遍 的 精 神 で あ るr大 霊 」 か ら芸 術 家 は言
葉 を 与}xら れ,そ れ を人 び とに語 らなけ れ ば な らず,美 を通 して見 られ る真 を
表 現 しな けれ ば な らな い とエ マ ス ン は語 った 。 つ ま り,自 然 を通 して 見 た神 を
表 現 しな けれ ば な らな い とエ マ ス ン は言 った の で あ る。 す なわ ち,真 の思 想 は
この 普 遍 的精 神 か ら発 して,こ れ に支 配 され て い る と彼 は言 った の で あ る。 こ
の 普 遍 的精 神 とは 厂大 霊 」 で あ る と同時 に独 創 性 だ とエ マ ス ンは言 い た か った
の だ と想 像 さ れ る。 これ を 要 す るに,彼 の詩 も詩 論 も,そ の 他 の作 品 同様 に
r自 然論 』 を根 幹 と して,そ の上 に咲 いた 花 だ とい うこ とが 出来 る。
〈付記〉
厂芸術 と批評」("ArtandCriticism")は 未 完成の講演原稿であって,r社 会 と孤独』
の 「芸術」論 に類似 している。 この講演は1859年 春,ボ ス トンの教会(theFreeman
PlaceChape1)で 行なわれた連続講演の第四講である。はLめ てRiversideEditio11に
5編 の講演が一 冊 として入 れ られ た。 本 稿 で はTheCompleteWorksofRalph
WaldoEmersonvol.12.NaturalHistoryofIntellect,"8.ArtandCriticism",
AMSeditionを 参照 した。
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